
竹内通弘市長洲本市

結集・交流の場づくりへ

　
洲
本
市
に
は
技
術
を
は
ぐ
く
む

土
壌
が
あ
り
ま
す
。
古
く
は
産
業

技
術
の
進
歩
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
永
久
磁
石

Ｍ
Ｋ
鋼

を

開
発
し
、
日
本
の
十
大
発
明
家
に

も
選
ば
れ
た
三
島
徳
七
博
士
を
輩

出
し
ま
し
た
。
明
治
期
以
降
は
、

鐘
淵
紡
績
、
三
洋
電
機
の
企
業
城

下
町
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、
市
で

も
島
内
唯
一
の
専
門
学
科
高
校
を

設
立
し
て
技
術
者
を
育
成
し
、
官

民
協
働
で
発
展
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
国
に
よ

る
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」

の
特
区
指
定
を
受
け
「
エ
ネ
ル
ギ

ー

環
境

」
「
農
と
食
」
「
暮

ら
し
」
の
三
本
柱
の
切
り
口
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
学
官
協
働
技

術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

洋
上
風
力
発

電
、
完
全
電
動
漁
船
、
亜
臨
界
メ

タ
ン
発
酵
、
バ
イ
オ
燃
料
の
カ
ス

ケ
ー
ド
利
用
な
ど

が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
大
学
が
つ
な
が

る
「
域
学
連
携
」
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
地
域
の
資
源
や
豊

か
な
自
然
に
大
学
の
知
見
・
技
術

を
融
合
さ
せ
新
た
な
事
業
展
開
を

み
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
つ
ひ
と
つ
が
洲

本
市
の
財
産
で
す
。

　
し
か
し
私
は
今
、
さ
ら
に
大
き

な
夢
を
見
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
「
特
区
」
の
旗
印
の
下
、
地

元
で
技
術
を
育
ん
だ
企
業
、
市
の

企
業
誘
致
制
度
を
活
用
し
て
新
た

に
技
術
を
根
付
か
せ
ん
と
す
る
企

業
、
洲
本
市
を
技
術
の
実
証
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
選
定
、
来
島
す
る

企
業
が
集
い
、
さ
ら
に
大
学
の
持

つ
知
見
が
結
集
す
る
。
こ
の
結
集

・
交
流
す
る
場

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
こ

そ
が
行
政
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
技
術
の
シ
ナ
ジ

ー
効
果
が
発
揮
さ
れ
「
洲
本
市

発
」
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

中田勝久市長南あわじ市

地元産品ファン増やす

　
南
あ
わ
じ
市
は
、
ご
存
じ
の
と

お
り
、
た
ま
ね
ぎ
、
レ
タ
ス
な
ど

の
全
国
有
数
の
大
生
産
地
で
す
。

地
域
団
体
商
標
を
取
得
し
た
淡
路

島
た
ま
ね
ぎ
を
は
じ
め
、
淡
路
ビ

ー
フ
や
淡
路
牛
、
淡
路
島
牛
乳
な

ど
の
乳
製
品
、
淡
路
島
３
年
ト
ラ

フ
グ
、
鱧
や
鯛
な
ど
全
国
的
ブ
ラ

は
も

ン
ド
と
な
っ
た
産
品
は
数
え
き
れ

ま
せ
ん
。

　
市
で
は
さ
ら
な
る
農
・
畜
・
水

産
業
の
持
続
的
発
展
と
生
産
者
の

所
得
の
確
保
、
農
・
畜
・
水
産
物

の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
５
０
０
年

の
伝
統
を
誇
る
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

な
ど
の
文
化
、
さ
ら
に
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
鳴
門
の
渦
潮
や
名

勝
慶
野
松
原
を
は
じ
め
と
す
る
豊

か
な
自
然
な
ど
の
全
国
的
な
知
名

度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
南
あ
わ

じ
産
品
な
ど
の
大
型
直
売
所
や

肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
地
元
食
材
を

使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
情
報
発
信

施
設
を
兼
ね
備
え
た
「
あ
わ
じ
島

ま
る
ご
と
食
の
拠
点
施
設

仮

称

」
の
淡
路
花
博
２
０
１
５
花

み
ど
り
フ
ェ
ア

年
３
月

日

―
５
月

日

に
合
わ
せ
た
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
準
備
を
加
速
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
管
理
運
営
予
定

会
社
「
あ
わ
じ
島
ま
る
ご
と
株
式

会
社
」
は
市
内
の
生
産
者
団
体
に

と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
資
本
参
加
を
い
た
だ

い
た
全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
取

り
組
み
で
す
。

　
市
だ
け
で
は
な
く
、
淡
路
島
全

体
の
生
産
者
、
生
産
者
団
体
が
一

丸
と
な
り
安
全
・
安
心
な
地
元
産

品
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
南
あ

わ
じ
・
淡
路
島
産
品
の
全
国
へ
の

フ
ァ
ン
拡
大
や
第
一
次
産
業
を
核

と
し
た
地
場
産
業
や
観
光
と
の
連

携
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
ひ
い

て
は
南
あ
わ
じ
市
の
飛
躍
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

全
島
挙
げ
て
活
性
化
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

安
倍
茂
局
長
兵
庫
県
淡
路
県
民
局

魅
力
高
め
る
取
り
組
み
加
速

　
淡
路
島
は
少
子
・
高
齢
化
や
雇
用

の
減
少
、
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
わ

が
国
の
地
方
が
共
通
す
る
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
国
生
み

神
話
の
島
と
し
て
歴
史
的
・
文
化
的

な
価
値
の
蓄
積
が
あ
り
、
豊
富
な
日

照
、
高
い
食
料
自
給
率
、
大
都
市
圏

に
近
接
す
る
立

地
条
件
な
ど
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
も
あ
り
ま

す
。
　

　
こ
れ
ら
の
資
源
を
生
か
し
て
地
域

住
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
協
働
の

も
と
、
持
続
可
能
な
日
本
を
先
導
す

る
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
を
作
ろ
う
と

す
る
の
が
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構

想
」
で
す
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持

続
」
、
「
農
と
食
の
持
続
」
、
「
暮

ら
し
の
持
続
」
の
三
つ
の
柱
の
も
と

「
生
命

い
の
ち

つ
な
が
る

持

続
す
る
環
境
の
島

」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

持
続
」
で
は
、
島
民
か
ら
資
金
を
募

り
、
建
設
し
た
住
民
参
加
型
の
太
陽

光
発
電
所
を
は
じ
め
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
の
設
置
は

カ
所
を
超
え
、
島
内

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電

力
自
給
率
は
現
在

％
で
、
来
春
に

は
約

％
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
農
と
食
の
持
続
」
で
は
２
０
１

３
年
４
月
、
南
あ
わ
じ
市
に
吉
備
国

際
大
学
地
域
創
成
農
学
部
が
開
学

し
、
大
学
と
の
連
携
で
地
域
農
業
の

活
性
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
暮

ら
し
の
持
続
」
で
は
交
流
人
口
の
増

加
を
図
る
た
め
、
空
き
民
家
の
観
光

施
設
へ
の
再
生
や
、

年
４
月
の
明

石
海
峡
大
橋
の
通
行
料
引
き
下
げ
を

契
機
に
落
語
家

の
桂
文
枝
さ
ん

に
よ
る
誘
客
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

年
３
月
に
は
「
淡
路
花
博
２
０

１
５
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」
も
開
幕
し

ま
す
。
全
島
を
挙
げ
て
淡
路
島
の
魅

力
を
高
め
、
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構

想
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　　　　　
　淡路島は淡路、洲本、南あ

わじの３市からなり、人口は約 万。
西は播磨灘、東は大阪湾に面し、農漁業や観光
業が盛んだ。地場産業としては線香、瓦、そう
めんなどが知られている。島の歴史は古く、『古事
記』や『日本書紀』に国生み神話の島として登場するほ
どで、朝廷に食材を献上した御食国 みつけくに とも推定
されている。こうした古代からの歴史・文化が香る島が今、
日本が抱えるエネルギーや食料自給率、少子高齢化などの諸
問題を解決する 未来島 として注目されている。 年 月
に「あわじ環境未来島構想」が日本再生を図る地域活性化総
合特区の指定を受け、経済・産業の将来を左右しかねない
重要な取り組みが始まっている。この動きを地元活性化
にどうつなげていくのか、方策や在り方を門康彦淡
路市長、竹内通弘洲本市長、中田勝久南あわじ
市長、安倍茂淡路県民局長それぞれのメッセー
ジで紹介する。さらに構想が指し示す
未来の姿も読み解いていく。

淡
路
島
の
３
市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」
と
は

門康彦市長淡路市

職住一体のまちを整備

　
大
阪
湾
に
浮
か
ぶ
淡
路
島
の
北

部
に
位
置
す
る
淡
路
市
は
、
地
域

経
済
の
動
脈
と
な
る
明
石
海
峡
大

橋
の
開
通
以
後
、
大
き
く
変
貌
し

へ
ん
ぼ
う

て
い
ま
す
。

　
市
は
従
来
か
ら
地
場
産
業
と
し

て
精
密
機
器
産
業
、
線
香
産
業
、

工
芸
産
業
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
に
関

わ
る
企
業
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

明
石
海
峡
大
橋
開
通
に
よ
り
大
都

市
圏
で
あ
る
京
阪
神
に
時
間
的
・

距
離
的
に
も
至
便
性
が
高
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
た
職
住
一
体
と
な
る
企
業
立
地

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
２
０
０
０
年
に
開
催
さ

れ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０

０
０
淡
路
花
博
」
の
開
催
跡
地
で

あ
る
淡
路
夢
舞
台
で
新
た
な
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
「
夢
舞
台
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
パ
ー
ク
」
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

前
述
し
た
「
職
住
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
企
業
・

医
療
・
商
業
・
住
宅
ゾ
ー
ン
の
整

備
を
進
め
、
昼
間
人
口
５
０
０
０

人
、
夜
間
人
口
１
１
０
０
人
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
す
で
に
総
合
病
院
が
開

院
し
、
関
西
初
の
調
剤
薬
局
・
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
併
設
す
る

時

間
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

も
開
店
し
ま
し
た
。
企
業
立
地
ゾ

ー
ン
に
は
、
大
阪
、
神
戸
か
ら
３

社
の
進
出
が
決
定
し
、
そ
の
う
ち

の
１
社
は
本
社
と
工
場
を
こ
の
地

に
移
転
し
て
そ
れ
ぞ
れ
来
年
夏
の

操
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
今
年
４

月
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
の
通
行
料

の
引
き
下
げ

普
通
車
２
３
０
０

円
か
ら
９
０
０
円
に

、
市
独
自

の
企
業
誘
致
奨
励
制
度
な
ど
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
企
業
訪

問
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
然

豊
か
な
異
次
元
空
間
・
淡
路
市
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

持続する環境の島淡路島実現へ
（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ９月２４日 水曜日 　　

　　
　　

　
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構

想
」
は
、
淡
路
島
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
食
を
基
盤
と
し
て
生

命
が
つ
な
が
る
「
持
続
す
る

環
境
の
島
」
と
す
る
の
が
目

標
だ
。
加
え
て
産
業
創
出
や

地
域
活
性
化
、
地
域
の
合
意

形
成
、
社
会
的
受
容
、
費
用

負
担
の
在
り
方
を
含
め
て
検

証
す
る
社
会
実
験
の
場
と

し
、
今
後
、
同
様
の
課
題
と

な
る
国
内
外
の
地
域
に
貢
献

す
る
示
唆
を
得
る
狙
い
も
あ

る
。
具
体
的
に
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
持
続
」
「
農
と
食
の

持
続
」
「
暮
ら
し
の
持
続
」

の
三
つ
の
持
続
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
国
の
地
域

活
性
化
総
合
特
区
制
度
を
活

用
し
、
３
市
７
重
点
地
区
や

全
島
横
断
で
推
進
し
て
い

る
。

　

、

、

年
後
の
成
果

や
目
標
を
事
業
ご
と
に
設
定

し
て
お
り
、
例
え
ば
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
持
続
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
を

年
に

年

時
の
７
％
か
ら

％
に
高
め

る
な
ど
の
目
標
が
あ
る
。
ほ

か
に
も
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
、
総
人
口
、
出

生
者
数
な
ど
に
も
具
体
的
な

数
値
を
設
定
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
推
進
す
る
の
が

年

月
に
第
１
回
の
総
会
を
開

い
た
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島

構
想
推
進
協
議
会

瀧
川
好

美
会
長

淡
路
信
用
金
庫
会

長

」
だ
。
兵
庫
県
や
淡
路

島
３
市
を
中
心
に
企
画
委
員

会
や
部
会
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
現
在
で
は
島
内
外

の

企
業
、
大
学
、
自
治
体
や
島

の
関
係
団
体

団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
住
民
グ
ル
ー
プ
な

ど

が
実
施
主
体
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

　

年
５
月
に
開
か
れ
た
今

年
度
の
総
会
で
は
、

年
度

の
評
価
や
現
在
の
推
進
状
況

の
ほ
か
、
具
体
的
な
事
業
の

活
動
状
況
を
発
表
し
た
。

　
進
捗
状
況
の
中
で
「
エ

し
ん
ち
ょ
く

ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
」
の
取
り

組
み
の
一
つ
に
、
風
力
・
太

陽
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

を
組
み
合
わ
せ
た
バ
イ
ナ
リ

ー
発
電
が
あ
る
。

年
９
月

に
環
境
省
の
「
地
球
温
暖
化

対
策
技
術
開
発
・
実
証
研
究

事
業

補
助
事
業

」
と
し

て
採
択
さ
れ
、
南
あ
わ
じ
市

で
実
証
実
験
が
８
月
か
ら
本

格
化
し
た
。
風
力
・
太
陽
熱

・
バ
イ
オ
マ
ス
の
三
つ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
み

合
わ
せ
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
、
沸
点
の
低
い
媒
体
を

加
熱
・
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
で

蒸
気
を
発
生
さ
せ
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
て
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

を
す
る
仕
組
み
だ
。
自
然
条

件
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
安

定
し
た
電
力
に
加
え
、
温
水

の
供
給
を
可
能
に
し
て
い

る
。
実
験
は
東
芝
や
神
戸
製

鋼
所
な
ど
の
民
間
企
業
が
主

体
と
な
っ
て

年
３
月
ま
で

実
施
す
る
。

　
一
方
、
淡
路
市
で
は
「
淡

路
夢
舞
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
パ
ー

ク

」
構
想
が
進
む
。
同
構

想
は
総
務
省
の
委
託
事
業

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン

フ
ラ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

年
度
導
入
可
能
性
調
査
事

業
、

年
度
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
事
業
の
採
択
を
受
け

た
。
構
想
は
企
業
、
医
療
、

商
業
、
住
宅
な
ど
を
集
積

し
、
職
と
住
を
隣
接
さ
せ
て

時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

利
用
し
な
が
ら
暮
ら
し
を
持

続
さ
せ
る
街

サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
パ
ー
ク

と
す
る
計

画
だ
。
構
想
で
は
昼
間
人
口

５
０
０
０
人
、
夜
間
人
口
１

１
０
０
人
を
目
指
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
災
害
時
に

も
自
立
可
能
な
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併

給

発
電
所
を
地
域
内
に
設

置
す
る
。
加
え
て
、
新
た
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

あ
る
潮
流
発
電
と
合
わ
せ
、

不
足
時
に
系
統
電
力
で
補
い

な
が
ら
、
熱
と
電
力
を
供
給

す
る
。
現
在
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
「
農
と
食
の
持
続
」
で
は

パ
ソ
ナ
が

年
か
ら
展
開
す

る
「
パ
ソ
ナ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ

ァ
ー
ム
」
事
業
が
あ
る
。
農

業
で
の
起
業
を
目
指
す
人
材

を
最
長
３
年
間
契
約
社
員
と

し
て
雇
用
し
、
淡
路
市
野
島

地
区
で
農
業
経
営
を
学
ん
で

も
ら
う
事
業
で
、
現
在
は
４

人
が
研
修
し
て
い
る
。
卒
業

生
で
独
立
就
農
を
希
望
す
る

人
の
う
ち
、
７
人
が
淡
路

島
内
で
就
農
し
、
４
人
が
認

定
就
農
者
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
文
、
次
ペ
ー
ジ
に
続

く


